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旧北上川沿いに分布する追戸層の地質時代について

石井武政＊　柳沢幸夫＊＊

IsHII，Takemasa　and　YANAGlsAwA，Yukio（1980）　On　the　geologic　age　ofthe　Oido　Formation

　　　　distributed　in　the　Ky且一kitakεしmi　Valley　region，northeast　H：onshU，Japan，βz6Jl．060’．

　　　　Sπ7∂。」αψαn，voL35（12），P．623－635・

Albs慮鰍c慮3The　Oido　Formation　is　distributed　along　the　west　side　ofthe　KyU－kitakami　River，

Miyagi　Prefecture。It　is　composed　ofthick－bedded　conglomerate（the　Wabuchi　Conglomerate

Member），andesitic　volcanic　breccia　and　lava（the　Nonodake　Pyroclastics　Member）and

tuffaceous　sandstone　intercalated　with　sandy　siltstone　and　pumice　tuff（the　Oido　Sandstone

Member），in　ascending　order．The　Oido　Sandstone　Member　yields　numerous　ma血e　fossils，

such　as　molluscs，brachiopods，foramin蝕s　and　ostracods．

　　　　In　this　p＆per，the　geologic＆ge　ofthe　formation　is　discussed，based　on　the　mo11uscs　and

the　foraminifers　from　the　Oido　Sandstone　Member　and　on　the　K－Ar　ages　of　the　andesites

丘om　the　Nonodake　Pyroclastics　Member．

　　　　　The　moIluscan　fossils　from　the　Oido　Sandstone　Member　reported　by　several　authors

are　l三sted　in　Table　l。油nα06hlα砂5no’06箆5乞5，κo’07ψ66吻肋gα雁αnπ5，M吻oηψ66魏α湿ho6π5乞5

and　OhJα脚5α磁αω漉are　representative　ofthe　molluscs　living　on　sandy　gravel　bottom　in　open

sea　environment（CHINzEI，1981），and　the£auna　in　Table　l　corresponds　to　the“Pectinid£auna

ofthe　Pre－Omagawa　Form乱tion”proposed　by　KoTAKA（1958）．Most　ofPectinidae，L諭ηo魏α

αo励n6α頗and　Pαηoゆ6ブψoπ吻are　common　members　of　the“Kadonosawa　Fauna，，（CHINzEI，

1978）which　is　the　characteristic　and　predominant　one　in　late　Early　to　early　Middle　Miocene

time　in／Japan。

　　　　　The　planktonic　foramini£ers　obtained丘om　the　Oido　Sandstone　Member　are　listed　in

Table2．The　occurrence　of（穿lo西070渉α1勉α76h60膨nα7薦andα窺砂副indicates　that　the　fossil

locality　Od40fthe　member　corresponds　to　the　zone　N。9－100fBLow（1969）in　early　Middle

Miocene　age．

　　　　　The　K－Ar　age　determinations　were　carried　out　on　two　andesite　samples　from　the　Nono－

dake　Pyroclastics　MembeL　The　obtained　ages，15・O　Ma　and12。9Ma，indicate　the　member　is

ofearly　to　middle　Middle　Miocene＆ge。

　　　　　The　molluscan　and　fbraminifヒral　data　and　the　K－Ar　ages　are　not正nconsistent　each

other．It　is　likely　that　the　Oido　Formation　was　deposited　in　marine　transgrOssion丘om　late

Early　to　early－middle　Middle　Miocene　time．

1．　ま　え　力書　き

　おいど
　追戸層は宮城県東部の旧北上川西岸沿いに分布する中
　　　　　　とおだ　　わくや
新統で，遠田郡涌谷町追戸付近を模式地とし，「和淵礫
　　　　ののだけ
岩」・「箆嶽火砕岩」及び「追戸砂岩」の3部層からなる

地層に対して命名された（高橋・松野，1969）．本層はそ

の追戸砂岩から海生動物化石が豊富に産出し’，古くから

それらの化石の記載・報告がある（HATAI，1938；島倉

・土田，1939；SHIMAKuRへandHATA1，1939三HIATAI，

1g41三Y超E　and　H：ATAI，19411MAsuDA，19561高橋・

＊環境地質部 ＊＊地質部

松野，1969）．また箆嶽火砕岩とその相当層の岩石学的

研究も行われてきた（八島・生出，19661八島，1979三周

藤・八島，1982）．

　　これらの研究では，追戸層は一般に“Early　Miocene”

（MASUDA，1956），“中新統下部”（八島・生出，1966），

“中新世古期”（高橋・松野，1969），“中新統最下部”

（周藤・八島，1982）に位置づけられ，またH：ATAI（1941）

では，“M乞09ツρ5勉α一〇ρ876π」6ηαhorizon1）”に対比されてい

1）矢部・青木（1924）の「瑞穂統」やH：姻zAwA（1935）の‘‘0，餅鉱伽4

　　andルf∫09ツρ5∫ηαRocks，，をこ基づいているようである．なお

　　HANZAWA（1935）では佐‘α7顕属の産出層準との関連が言及され

　　ている．
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る．

　一方，北村（1959）は東北地方新第三系の時間的層序区

分の中で，追戸層2）を1－11時階にまたがるものとし，更

に北村（1967）は産出する貝化石の検討から追戸層を“中

下部中新統”に位置づける見解を示した．また筆者らは

r松島」図幅地域の研究で，追戸層は前期中新世の塩釜
　　あじり
層から網尻層下部に至る地層と類似した層相を有する

が，それらよりも上位の層準に対比される可能性もある

ことを述べた（石井ほか，1982）．

　　　　　　　こがねばさま　ところで，涌谷町黄金迫付近で追戸層に“整合”に重

なるr黄金迫層」（高橋・松野，1969）は，岩相上及び地

質構造上，r松島」図幅地域の三ツ谷層に対比可能であ

り（第1図参照），秋葉ほか（1982）は珪藻化石層序の観点

から，三ツ谷層の少なくとも上部は中期中新世の珪藻化

石帯1）6漉副o麺5痂・みα7加ゾーンに含まれることを示

した．この三ツ谷層は下位層を不整合に覆うと考えられ

ている（石井ほか，1982）．

　以上のように，追戸層の地質時代についてはこれまで

やや漠然とした位置づけがなされており，多少の混乱が

生じている．そこで本論では，北上河谷地域（北村，1959）

の中新世の地史を編む上でも重要と考えられる追戸層の

地質時代上の位置づけを，軟体動物化石・浮遊性有孔虫

化石及び火山岩のK－Ar法による放射年代から再検討

し，併せて貝形類化石についても触れる．次いで最近に

おける新生代の化石層序・放射年代資料が蓄積される状

況（例えば，土編，1979，198111KEBEand　TsucHI　eds．

1984）の中で，追戸層と周辺地域の地層との対比を試み

る．

　本論のとりまとめの過程で，浮遊性有孔虫化石は東北

出張所名取博夫技官に一部の同定をお願いし。，更に東北

大学理学部の高柳洋吉教授に残りの試料全量にわたる同

定をしていただいた．また貝形類化石の同定については

東北大学理学部の石崎国煕助教授にお願いした．上記の

方々からは，併せて微化石層位に関する御助言をいただ

いた．北海道支所の山口昇一技官及び第一航業株式会社

の松野久也博士（元所員）には野外調査の折に種々御教示

いただいた．研究に用いた岩石薄片は技術部の安部正治

技官により作成された．以上の方々に深謝の意を表する．

2・　追戸層の地質

央部からr松島」図幅地域の北東部を経てr石巻」図幅

地域の西部にまで分布し，それぞれの地域の標高50－200

m余りの丘陵を形成している（第1図）．これら丘陵は沖

積平野を挟んで互いに孤立していることもあってか，追

戸層を構成する3部層，和淵礫岩・箆嶽火砕岩・追戸砂

岩は分布地域ごとに少しずつ異なった名称で呼ばれてき

た3）．本論では主に「涌谷」図幅地域の追戸層を扱うの

で，部層名は高橋・松野（1969）に従うこととする．

　和淵礫岩は，北上山地に分布する中一古生界から由来

したとみられる頁岩・砂岩・花陶岩質岩・チャート・凝

灰岩などの礫からなる．層厚は少なくとも100m以上に
　　　　　　　　　ものう　　　かなん
達する．礫径は模式地の桃生郡河南町和淵付近では一般

に数cm，その他の地域では10－30cm程度で，ときに1

mを越すような大きなものがある．円礫から角礫までの

様々な礫からなるが，概して丸味を帯びた偏平な形のも

のが多い．層理は比較的明瞭である．本部層は，石巻市

日和山付近で三畳系稲井層群を不整合に覆うと考えられ

ている（増田，1953）．また上部は箆嶽火砕岩と一部指交

関係にあるものの，その主部において箆嶽火砕岩に由来

する礫は見られず（高橋・松野，1969），全体としてこれ

に先立つ堆積物と判断される．

　箆嶽火砕岩は普通輝石紫蘇輝石安山岩質の火山角礫岩

ないし凝灰角礫岩，及び同質の溶岩からなる．層厚は

150－250m余りである．火山角礫は径10－50cm程度のも

のが多く，凝灰岩あるいは凝灰質な砂でよく膠結されて

いる．丸味を帯びた礫が卓越して凝灰質礫岩と呼べる部

分もある．緑泥石化作用を受けるなど，全般にやや変質

しているが，河南町旭山に分布する溶岩流4）は鏡下にお

いて非常に新鮮な印象を与え，後述する放射年代を併せ

考えると模式的な箆嶽火砕岩よりも若干上位のものであ

るかもしれない．なお本部層は追戸砂岩と指交関係にあ

る（高橋・松野，1969）．

　追戸砂岩は主として凝灰質砂岩からなり，砂質シルト

岩・軽石凝灰岩などを挟有する．凝灰質砂岩はしばしば

安山岩角礫や頁岩礫を含み，またところによって著しく

軽石質となっている．層厚は200－250mと推定される．

模式地一帯では，一般に単層ごとに上方へ細粒化する級

化層理を示し，ややルーズである．本部層からは軟体動

物化石・腕足動物化石・底生及び浮遊性の有孔虫化石・

貝形類化石が見いだされる．

追戸層は，5万分の1地形図の「涌谷」図幅地域の中
3・追戸層の地質時代

2）　原著では「箆嶽層」と記されている．

3）例えばr松島」図幅地域では「佳景山礫岩部層」・「旭山安山岩部

　層」・r追戸凝灰質砂岩部層」に区分され（石井ほか，1982），最下

　部の礫岩のみ分布するr石巻」図幅地域ではそれをr日和山礫岩

　層」と呼んでいる（増田，1953）．

本節では追戸砂岩から産出する軟体動物化石・浮遊性

有孔虫化石，箆嶽火砕岩の火山岩のK－Ar法による放射

4）石井ほか（1982）のr旭山安山岩部層」である．
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　　第1図追戸層分布地域の地質図
（高橋・松野，1969；石井ほか，1982及び筆者らの資料をもとに作成した）

年代から追戸層の地質時代を検討する（第3図参照）．ま

た貝形類化石についても若干述べる．

　3．1　軟体動物化石

　追戸砂岩から産出する軟体動物化石については，先に

述べたとおり多くの記載及び報告がある5）が，ここでは

それらの中で比較的多くの種を記述しているHATAI

（1938，1941），MAsuDA（1956），高橋・松野（1969）の計4

編の既存の文献を使用する．ただし学名の引用にあたり，

HATAI　and　NIsIYAMA（1952），MAsuDA　and　NoDA（1976）

を参照して属名・亜属名の変更を行った．

5）正確な産地は高橋・松野（1969）を除いてV・ずれも不明である．

　HATAI（1938，1941），MAsuDA（1956），高橋・松野

（1969）に記載・報告された軟体動物化石は第1表のとお

りである．これらのうち二枚貝類ではどの文献において

もPectinidaeが多くを占めていて，KoTAKへ（1958）がpO

（Pre－Om乱gawa　Formation）のPectinid鉱maと呼んだ

群集に相当する・1％πα06hJ伽ア5ηo膨π5σ5，・Ko渉07αP66磁肋一

gα7勉απ郷，ハ砿ρρoηoρ66」6ηα蔦ho6π認3，Ch♂α7πア5α7α肱ω漉など

は，外海に面した水通しのよい砂礫底を代表するもので

ある（鎮西，1981）．

　第1表の軟体動物化石から追戸砂岩のおよその地質時

代を知るために，初めに増田（1973）の新第三紀貝類化石
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層序区分との比較を行う．増田（1973）は中新世を初期・

中期・後期に三分して，それぞれの時代に優勢な軟体動

物化石を一覧表に示した．その一覧表と第1表との種を

比較すると，追戸砂岩産出の軟体動物化石は，増田

（1973）の区分による初期又は中期中新世に属するものが

多い．そこでは初期中新世はr目本列島における大海進

とそれに伴う動物群の大発展の時期」とされ，群集はr熱

帯ないし亜熱帯棲の」貝類で占められている．一方，中

期中新世は「北日本に広く分布している，いわゆる塩原

型および耶麻型動物群（鎮西，1963）と，南日本における

動物群とが判然と区別され」，r暖流と寒流による南北の

古軟体動物地理区の対立が出現した」時期とされる．増

田（1973）の定義した初期中新世は，鎮西の一連の研究

（鎮西，1963，1981，1983三CHINzEI，19781CHINzEI

and　IwAsAKI，1967）による門ノ沢動物群の繁栄の時期に

当たり，土（1979編，1981編）に従えぱ，前期中新世の後

期から中期中新世の前期にわたる時代に相当する6）（お

よそ16－15Maの年代）．

　そこで上に挙げた鎮西の研究を元にすると，第1表か

ら門ノ沢動物群に含まれる種として，Pectinidaeの大部

分とL顔π0脚鰯薦η弼α，Pαπ0ρ幻αρ0π加などを指摘で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あじりきる7）．また門ノ沢動物群の化石を産出する近隣の網尻

層（NoMu踏，19355HANzAwA6麺」．19531石井ほか，
　　　　もにわ
1983b）と茂庭層（HANzAwA6孟α」．1953）に対照してみ

ると，両者と追戸砂岩とは互いに多くの共通種を含ん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　つきのきでいることが分かる．ただし茂庭層より下位の槻木層

は，KoTA踏（1958）の7勉御一丁α∫6物吻fauna及び

OGAsAwARA　and　NoDA（1978）のArcid－Potamid£aunaを

含み，網尻層との共通種も多く同じく門ノ沢動物群を産

出する地層であるが，古環境の違いによるのか，追戸砂

岩との共通種は現在見いだされない8）．

　このように見てくると，軟体動物化石の観点からは，

追戸砂岩の時代は，上限がやや不鮮明であるが，一応門

ノ沢動物群繁栄の時期以降と考えることができる．

　3．2　浮遊性有孔虫化石

　追戸砂岩から底生有孔虫化石が産出することは島倉・

土田（1939）及びYABE　and　H：ATAI（1941）により知られて

いたが，今回，第2図の2地点から浮遊性有孔虫化石を

検出した．2地点とも淘汰の悪い細一中粒の凝灰質砂岩

からなり，有孔虫化石のほかに貝形類化石や軟体動物化

6）　以下，本論で中新世を前期・中期・後期に三分する場合，その目

　安は土（1979編・1981編）に従っている．それぞれを更に三分する

　ときは漠然と用いている．

7）ただしrタイプの門ノ沢動物群」（鎮西，1979）に含まれる種はな

　い．
8）槻木層産出の化石については小笠原（1979）によった．

石の破片を含んでいる．

　有孔虫化石を含む試料の処理は尾田（1978）の硫酸ナト

リウム法に従い，処理後の80gの試料から有孔虫化石を

拾い出した．

　浮遊性有孔虫化石は産地Od5からはやや少量，産地

Od4からは比較的豊富に得られた．それらを相対的な

産出頻度（C：Common，F：Few，R．：R。are）とともに第2

表に示す．第2表には，BLow（1969），TAKAYANAGI　in

IKEBE6孟α」・（1972）及びIKEBE　and　CHIJI（1981）に基づい

て，各種浮遊性有孔虫化石の層位的rangeも併せ示し

た．ただし，産出地点がわずか2箇所であるため，追戸

砂岩の浮遊性有孔虫化石の群集組成の垂直変化は，現段

階では不明である．

　第2表の各種のうち時代決定に重要と考えられるα・一

わ・7・観宛属を中心にみると，産地Od4の地質時代は中

期中新世の前期であることが支持される．産地Od5に

ついても群集組成がOd4のそれと類似していることか

ら，ほぼ同時代と推定される．

　Od4からはOJoわ070観毎a9。ρ67ψh670α6％∫αが産出して

注目される。しかしa伍nisであることと産出頻度が低い

ことから，これを除いた他の0励07磁伽属の層位的

rangeを組み合わせると，Od4の層準はBLow（1969）の

N．9－10の範囲にあると考えられる．

　追戸砂岩全層準にわたる浮遊性有孔虫化石層位は明ら

かでないが，少なくとも産地Od4，0d5についてその

地質時代が中期中新世の前期であると判断ないし推定さ

れることは，先に述べた軟体動物化石の検討結果と矛盾

するものではない．

　3。3貝形類化石

　Od4，0d5の試料各109から貝形類化石を拾い出し

た（第3表）．これら追戸砂岩産出の貝形類化石はその産

出個体数は少ないが，IsHIzAKI（1966）が報告した仙台地

域の茂庭層・旗立層下部のそれと群集組成が類似してい

る。

　IsHIzAKI（1966）及び石崎（1976）を参考にすると，∠％7伽

属，Oo7π％60卿励α属などの産出から，産地Od4，0d5

地点の追戸砂岩の堆積環境は，外海に面したやや波浪の

影響を受けるような場所であったと推定される．このこ

とは軟体動物化石から知られる堆積環境（前述）と共通し

ている．

　なお貝形類化石だけを用いて産出地層の精細な地質時

代を求めることは困難であるが，中新世については従来

BLow（1969）のN。8－10に対比される層準のみから貝形

類化石の産出が知られている（石崎，1976）．先に述べた

とおり，浮遊性有孔虫化石の検討では，少なくとも産地
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Od4はN．9－10の範囲にあり，上記の貝形類化石のご

く限られた産出層準と調和している．

　3．4麗一A置年代

　箆嶽火砕岩の時代を知る目的で，第2図の2地点から

採取した火山岩試料について，K・一Ar法による放射年代

測定を行った．年代測定はTeledyne　Isotopes社に依頼

した．以下，試料の産地・野外観察及び鏡下での性質を

記す．

　かんらん石含有普通輝石紫蘇輝石安山岩（試料番号，

Nd1－11登録番号，GSJ　R24367）

　産地：涌谷町箆嶽観音南東方約300mの道路沿い

　野外観察：径20－50cmの火山角礫からなる火砕岩か

ら試料を得た．火砕岩は無層理塊状ないし極めて弱い層

理を示し，よく固結している．試料は斑状組織が著し

い．全体として黒青色を呈する．

　鏡下での性質：斑晶は主に斜長石で，少量の普通輝石

・紫蘇輝石・かんらん石及び鉄鉱物が認められる．斜長

石は自形短柱状一卓状で，微斑晶大から長径2mm程度

の大きさ，累帯構造や集片双晶が発達し，新鮮である．

普通輝石は自形一半自形の短柱状で，長径2mm程度ま

で，新鮮である．紫蘇輝石は自形一半自形の長柱状で，

長径0．3－0．5mm，弱い多色性を示し，新鮮である．かん

らん石は微斑晶大の大きさであるが，二次鉱物に変質し

ている．石基は弱いピロタキシティック組織を示し，主

として短ざく状の斜長石からなり，ほかに輝石類・鉄鉱

物を伴う．

　紫蘇輝石普通輝石安山岩（試料番号，Y8091830三登録

番号，GSJ　R．24863）

　産地：河南町草田の採石揚

　野外観察：柱状節理の発達した溶岩流である．最上部
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Table2

　第2表　追戸砂岩産出の浮遊性有孔虫化石

P1乱nktonic　fbramini蝕s　from　the　Oido　Sandstone　Member．

（産地は第2図に示す）

　　　Od4
αoδ∫967伽ノ砒0π6n5σ3BLOW

O。　　仰6わ％ll・泌伽6わ初JJ・泌BLow
（穿．　　　　　　　ωoo4∫JENKINS

σ。　　　　sp。

α・6∫96吻吻gJ観παオα（EGGER）

OJoδogz観47伽α46hお66η5（CHAPMAN，PARR　and　CoLLINs）

Oloδ070砲距αα70h60η36アzα74ゴ歪BoLLI

O。　　　　　窺妙67¢CusHMAN　and　ELLlsoR

α　　　　af丑μ吻h670α6吻BLow　and　BANNER

O。　　　p6吻h67070n伽BLow　and　BANNER

α　　　9痂蝦6磁SAITO我nd　MAIYA
σ，　　　　sp．

　　Od5

α・娠6吻α伽66％lloづ465伽6観」・蜘BLow

O．　　　ωoo漉JENKINS

α・δづ96吻泌翻・ゐ郷（REuss）

OJOゐ070砲あα6167η6n6勉6BERMUDEZ

O．　　　　　　　ηzぎη％あ5語7？3αBOLLI

O。　　　　p6吻h67070π吻BLow　and　BANNER

O．　　　9痂剃6磁SAITo　and　MAIYA

F
C
R
R
R
R
C
R
R
F
C
R

F
F
R
R
R
R
R

N．7－23

］［：》．16－N．17

N．5－23

N．6－20

N．8－10

N．9－13

N．6－12

N．7－12

P．16－N．17

N．5－23

N．6－23

P．19－N．17

N．6－17

N．6－12

N．7－12

C；Common，F3Few，R；Rare　　（同定3名取博夫・高柳洋吉）

がやや細かに破砕している．淡く緑がかった暗灰色を呈

し，斑状組織が著しい．

　鏡下での性質：斑晶は斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・

鉄鉱物からなる．斜長石は自形長柱状一短柱状で，長径

最大4mmに達し，集片双晶や累帯構造を示す．密集し

て集斑状をなすものがある．紫蘇輝石は自形一半自形の

長柱状一卓状で，長径1－3mm，弱い多色性を示す．普

通輝石は自形短柱状で，長径1－2mm，まれに双晶を示

す．これら輝石類は斜長石の微晶を不規則に取り込んで

いて・ポイキリティック組織をなす．石基は細粒半晶質

で，斜長石・鉄鉱物・褐色ガラス・クリストバル石及び

少量の輝石類からなり，インターサータル組織を示す．

斑晶・石基ともに新鮮である．

　以上2試料のK－Ar年代測定結果を第4表に示す・測

定は全岩試料で行われた．涌谷町箆嶽観音南東方の安山

岩試料（Nd1－1）の放射年代は15。0士L5Maである．こ

の値は，前期中新世と中期中新世の丁度境界付近の年代

を示しており，既に述べた追戸砂岩産出の化石から推定

される地質時代と比較してほぼ妥当なものと言える．一

方，河南町草田から採取した安山岩試料（Y8091830）の

放射年代は12。9士0。6Maである．本安山岩試料は新鮮

であり，岩石固結後にアルゴンが放出され測定年代が若

くなったとは考えにくい．この年代値が真の年代に近い

ものならば，河南町旭山付近に分布する安山岩溶岩は，

追戸層の中でも上部を占める可能性が強いであろう．

4．地　層　対　比

　追戸砂岩産出の軟体動物化石・浮遊性有孔虫化石・貝

形類化石及び箆嶽火砕岩の放鮒年代から，これら二つの

部層がおそらく前期中新世の後期から中期中新世の前一

中期までの時代に属すると判断された．最下部の和淵

礫岩も箆嶽火砕岩と一部指交関係にある（高橋・松野，

1969）ことからみて，それ程時代をさかのぼるとは考えら

れない．

　そこで周辺地域において同様な化石層序又は放射年代

資料が得られている地層と追戸層との対比を検討してみ

る（第5表）．まず追戸層分布地域南方のr松島」図幅地

域では，網尻層中一上部から門ノ沢動物群が産出し，そ

れより上位の松島層・大塚層からは前期中新世の後期か

ら中期中新世の前期を示す珪藻化石帯9）が知られている

9）　∠i‘あπo砂‘1μ5∫π98η5Zoneと1）6鋭∫‘αJoρ5富」α協αZoneである．
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　　　　　　　　　　ね　　（秋葉ほか，1982）．更に上位の根古層の軽石凝灰岩にっ

いて13．3Malo）のフィッショントラック年代が報告さ

れている（石井ほか，1983a）．これらの各地層は下から上

へと海進進行過程の堆積物である．追戸層は「松島」図

幅地域における網尻層から根古層までの地層に対比し得

るであろう．ただし追戸層の海成の部分，すなわち追戸

砂岩が砂質であるのに対し，網尻層上部から大塚層まで

はシルト質である．

次に仙台地域の新第三系最下部の槻木層及び茂庭層は

門ノ沢動物群によって特徴づけられる．特に槻木層から

は四卿即属・．B翻1α吻属などの軟体動物化石，“L毎

　　第3表　追戸砂岩産出の貝形類化石

Table30stracods丘om　the　Oido　Sandstone　Mem－

　　　ber．

　　　　　　（産地は第2図に示す．数字は同定個体数）

　　Od4
温癖1α伽渉吻5α（REUSS）

孟翻αaf£60膨κα（BAIRD）

00惚6・9吻6α窺・吻6π5づ5（ISHIZAKI）

0・7膨・9伽δα麟・乞（ISHIZAKI）

飾襯αη伽PO5渉670605」伽51SHIZAKI

丑か5麗o吃舛h676？sp。

漁n彫伽h・んん鰯・伽（HANAI）

ハ沼60η6語48αsp．

Pα7ごz40xo5渉oηzαsp．

36h乞zoリノ渉h676h認α如≠6η認51s｝｛IZAKI

　　Od5
∠瞬」αaf£6・n∂6雁（BA・RD）

0・7郷・9伽δα儲・∫（ISHIZAKI）

（ン≠h6761漉6αz67αn∫鋤01z琶6αH：ANAI

の孟h67（ψ≠670ηsp．

⑦6h87z67αsp。

H襯αn伽PO吻0605渉伽51SHIZAKI
ハ石80η85掘6αsp．

S6h乞zo砂孟h676h碗‘z言6n5歪51sHIzAKI

1
1
3
3
6
1
1
5
1
2

4
1
1
2
1
1
8
2

漉4α励67－0・吻渉・吻妙”％陥勲g％5”植物化石群，哺乳動物

化石のEo5≠6go40πρ56現40」観46窩YABEが産出して（小笠

原，1979）．松島・塩釜地域の佐浦町層一網尻層に共通し

ている．一方，浮遊性有孔虫化石の解析から，茂庭層には

ODA（1977）の（穿Jo玩967∫η024655乞6碗％5／（7Jo房9爾πα渉6Jlα伽一

5π伽Zone（N。8）の層準があり，その上位の旗立層最下

部はN9－11に置かれている（尾田・酒井，1977〉．したが

って化石層序を基にすれば，追戸層は槻木層から旗立層

下部までの地層に対比できる．この層準も海進進行過程

の層相を示し，ている．なお槻木層と茂庭層との間に位置

づけられる高館層（生出，19611地学団体研究会，1980）

について，23。2Ma及び24．8Maのフィッシヨントラ

ック年代（TAMAN四，1975）と22。O　Ma（柴田ほか，1976；

今田・植田，1980）及び22．0，20．7，15．2，12。6Ma（宇

都ほか，1984）のK－Ar年代が報告されているが，これ

らの値は一部を除いて化石層序と必ずしも調和していな

い．

5．ま　とめ

やや漠然とした位置づけがなされてきた追戸層の地質

時代について，軟体動物化石・浮遊性有孔虫化石及び火

山岩のK－Ar年代から検討し（第3図），併せて貝形類

化石についても考察した．追戸層は和淵礫岩・箆嶽火砕

岩・追戸砂岩の3部層からなるが，そのうちの追戸砂岩

産出の軟体動物化石はいわゆる広義の門ノ沢動物群に含

められること，また浮遊性有孔虫化石を産出した地点は

BLow（1969）のN・9－10に対比できること，そして貝形

類化石もこれらと調和していることが判明した．一方，

箆嶽火砕岩から採取した2試料の火山岩のK－Ar年代値

は，15・O　Ma及び12．9Maであった．基底礫岩に相当

する和淵礫岩の時代を決める直接の資料はないが，上位

の二っの部層からそれ程さかのぼるとは考えられない．

以上の検討結果を総合すると，追戸層の地質時代は前

10）年代計算に用いたジルコン結晶の選択の仕方により，若干古い

　年代を示すことが予想される．

（同定；石崎国煕）

第4表K－Ar年代測定結果
試料番号
登録番号

岩　　石　　名 測定試料 K（％）
40Arrad
（10－5mZ／9）

Atm40Ar
　（％）

年代（Ma）

　Nd1－1

GSJR24367
かんらん石含有普通輝石

紫蘇輝石安山岩
全　　岩

0．44

0．44

0，025

0，026

63．8

76．4
15。0±1．5

Y8091830

GSJR24863

紫蘇輝石普通輝石

安　　　　山　　　　岩
全　　岩

0．79

0．80

0，039

0，039

0，042

67．0

74．5

70．6

12．9土0．6

K－Ar年代の計算に用v・た定数はλβ＝4．962×10『10／y，λe＝0．581x10『10／y，40KIK＝0．01167atom％である．試料採取地点は第2図に示す．
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第5表各地域の新第三系対比表
地質’

時代 　　　1）仙　台地域 　　2）塩釜地域 　　　3）松島地域 　　4）涌谷地域

鮮
　
新
　
世

大年寺層
放　　森　　層

笠　　神　　層

竜の口層

俵　庭　層 高清水層

大　貫　層

竜の口層

仙
台
層
群

向　　山　層

竜の　口層

表　沢　　層

竜の　口層

亀　　岡　層

　　三　滝臼沢層　　玄武岩

亀　　岡　層

汐見台層

大　塚　　層

亀　　岡　層

大松沢層

亀　岡　層

黄金迫層

中
　
　
　
　
　
　
新
　
　
　
　
　
　
世

後
　
　
　
期
　
　
　
　
　
　
中
　
　
　
期

湯　元　　層

綱　木　　層

秋
保
層
群
名
取
層

旗　　立　　層

志
田
層
群

番ヶ森山層

鹿島台層

幡　　谷　層

三ッ谷層

根　古　層

大　塚　層追
戸
層

追
一
砂
斤
四
　
箆 嶽
石
火
砕
岩

前
　
　
　
　
　
期

群

茂　庭　　層 東宮浜層

高　館　　層 松　　島　層 松　　島　層

槻　木　層

　？

中一古生界

網　　尻　層

松
島
湾
層
群

網　尻　　層

佐浦町層 佐浦町層

和渕礫岩

・？

米　層

塩　釜　層

利　　府　　層

塩　　釜　層

利府花闘岩類
利　　府　　層

先新
第三紀

登

地層名は　1）地学団体研究会仙台支部（1980），2）石井ほか（1983b），3）石井ほか（1982），

　　4）高橋・松野（1969）による．

期中新世の後期から中期中新世の前一中期にわたると判

断される．この時代の層相は，周辺地域ではいずれも陸

域的環境から公海性的環境へと移化する海進進行過程の

堆積物で代表されている．追戸層は，北村・高柳（1977）

によるグリーンタフ地域東縁部新第三系の第2堆積輪廻

初期から海進最高潮期の時代に当たると思われる．

　　　　文献
秋葉文雄・柳沢幸夫・石井武政（1982）宮城県松島

　　周辺に分布する新第三系の珪藻化石層序．

　　地調，月報，voL33，p。215－239．

BLow，W．H：．（1969）Late　Middle　Eocene　to

　　R．ecent　planktonic　fbraminifbral　biostrati一

　，　graphy，in　BR6NNIMANN，P．and　RENz，

　　H，：H．，eds。，P706．15渉1）zJ67nごz渉．σoび。PJαη1ヒ渉o漉6

　　班∫67⑳∬∫」5，06η6∂α，1967，voL　1，E．」．

　　Brill，Leiden，p．199－42L

地学団体研究会仙台支部（1980）新編仙台の地学．

　　きた出版，仙台，178p・

鎮西清高（1963）東北目本の新第三紀貝化石群集の
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旧北上川沿いに分布する追戸層の地質時代について（石井武政・柳沢幸夫）

地質時代

及び年代

BLOW
（1969）

のゾーン

箆嶽火砕岩

の放射年代

追戸砂岩産出の浮遊性有孔虫化石
及び軟体動物化石群の層位的range＊

中
　
期
　
中
　
新
　
世

N．15

？

N．14

（Ma）

10

15

N．13

ヤ

建
8
．
竃
ぺ
①
、
◎
．
ミ
』
鳴
寒
ξ
零
δ

N，12
N．ll
N．10

8
望
8
望

督
8
s
G
．
§
亀
．
曽
心
s
o

N．9
門ノ沢動物群

前
　
期
　
中
　
新
　
世

N．8
？

N．7 T
モ
z

　　雲
　　虐
　　馨。ζ　　　◎

象　　ミ

§　き
　　．魯
餐　　亀

　　R
o
　
　
嘆
　
　
o

N．6

N．5

遮
§
1
憲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
§
　
　
　 蝿　§

董　　　　§　愚
d　　　　　　　ミ　　・ミ
棄　　　　　　ミ　　忌

。　　　書　ε
　　　　　　oR

20

N．4

　G7言．J　GZO607●0言α髭α

・各化石（群）の層位的rangeはBLOW（1969），TAKAYANAGI　in

　土隆一編（1979，1981）に基づく．

＊＊追戸砂岩産出のものはaffinisである．

　　　　　　　　　　　　　第3図　追　戸　層　の

IKEBE　ゆα」，（1972），I　KEBE　and　CHIJI（1981），
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